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　国家試験は、必須問題（90問）と一般
問題（255問）の合計345題である。出題
試験領域は「物理・化学・生物」「衛生」「薬
理」「薬剤」「病態・薬物治療」「法規・制
度・倫理」「実務」の７領域である。試験は、
領域別に行うのではなく、薬学全領域を出
題の対象として、「必須問題」と「一般問題」
とに分け、さらに一般問題を「薬学理論問
題」と「薬学実践問題」とした３区分で行
われる（表４）。それぞれの出題区分は下
記のような問題内容で出題される。
　１）「必須問題」は、全領域で出題され、
医療の担い手である薬剤師として特に必要
不可欠な基本的資質を確認する問題であ
り、共用試験と同様の五肢択一の問題であ
る。また「必須問題」は、一般問題に比べ
て比較的正答率が高い問題が多く得点源で
ある。「必須問題」は、80 ～90％の得点
率を目指して勉強してほしい。104回薬ゼ
ミ自己採点システムにおいて「物理」の正
答率が103回と比較して6.9%低かったが、
物理は「物理・化学・生物」として区分さ
れるため、足きりに該当する受験者はほぼ
いないと予想される。
　２）一般問題の「薬学理論問題」は「実
務」を除く全科目で出題され、６年間で学
んだ薬学理論に基づいた内容の問題であ

り、難易度は必須問題より高い。104
回は、103回とほぼ同等の正答率であ
った。104回の「薬学理論問題」にお
いて、「物理」「化学」「生物」「衛生」
との４連問が出題され、科目の壁を越
えた知識の習得が求められた。また、
「薬理」と「病態・薬物治療」の連問
が３題出題され、改訂コア・カリを意
識した出題と考えられる。
　３）一般問題の「薬学実践問題」は、
「実務」のみの単問と「実務」とそれ以外
の科目とを関連させた連問形式の「複合問
題」からなる。「複合問題」は、症例や事
例を挙げて臨床の現場で薬剤師が直面する
問題を解釈・解決するための資質を問う問
題で、実践力・総合力を確認する出題であ
る。104回の複合問題では、103回に引き
続き、科目をまたいだ４連問（「薬剤」「薬
理」、２題の「実務」）や「薬理」と「実務」
での４連問など４連問の出題が増加した。
今後も長期実務実習の成果を問う実践的な
問題は経時的な背景を連問として問う形式
で出題されるであろう。
　４）薬剤師国家試験は２日間で実施され、
「必須問題」は１問１分、「一般問題」は１
問2.5分で解くことになっている。時間配
分を考えて、難易度の高い問題を飛ばし、

解きやすい問題から解くのもよいであろ
う。その際は、マークシートのつけ間違い
には十分に注意してほしい。また、禁忌肢
が導入されたことを意識して、読まずにマ
ークしたり、マークミスをしたりしないよ
う注意が必要である。
　５）101回から適応された改訂後の問題
区分にそった合格基準と問題数を表４に挙
げている。これまでの「総得点率65％以上
という絶対基準」から「平均点と標準偏差を
用いた相対基準」に変更となったが、「当分
の間、全問題への配点の65%以上であり、
かつ、他の基準を満たしている受験生は少
なくとも合格となるように合格基準を設定
する」と発信されている「当分の間」がいつ
まで該当するのかは明確にされていない。

■物理

　〔難易度〕必須「やや平易」、理論「やや
難」、実践（物理：「難」、実務：「やや平易」）
　〔総評〕必須は、既出問題レベルの出題
が多く、既出問題の理解度が問われる内容
であった。理論の物理化学は、文章をよく
読み知識を活用しないと解答できない問題
があった。一方、分析化学は例年通り、日
本薬局方の問題が多く出題された。実践で
は、他科目の知識を必要とする問題、グラ
フから測定値を読み取る問題が出題されて
おり、「考える力」や「複合的知識」が必
要であった。全体として、既出問題からそ
のままの出題はなく、計算問題、グラフ、
スペクトルを用いた考える力を必要とする
問題、他科目の知識を用いて解答を導く問
題が出題されていた。今後も既出問題のキ
ーワードを暗記するだけでなく、理解して
解き、既出問題に出題されていた内容を応
用できるようにする必要がある。

■化学

　〔難易度〕必須「平易」、理論「難」、実
践（化学：「やや難」、実務：「平易」）
　〔総評〕必須は、近年の傾向通り、構造
式が多く出題された。また、必須で初めて、
生薬の主要成分を選ぶ問題が出題された。
理論も近年の傾向通り、全ての問におい
て、構造を絡めた問題が出題された。化
学反応においても単なる主生成物を問う
問題ではなく、最も反応が早く進行する試
薬を選ぶ問題など、考える力を必要とする
問題が出題された。実践の化学は５題とも、
構造を絡めた出題であり、考える力を必
要とする問題が出題された。全体として
は、すべての問題において構造が関連し
ており、暗記ではなく、構造を見て判断さ
せる問題が出題されていた。生体成分の構
造を絡めた問題など、既出問題の習得のみ
では解答は難しく、「考える力」や「構造
をみて判断する力」が要求される問題が多
かった。

■生物

　〔難易度〕必須「平易」、理論「やや難」、
実践（生物：「やや平易」、実務：「中等」）
　〔総評〕必須は、既出問題の理解により
解答を導きやすい問題を中心とした出題で
あった。図や構造式を用いた問題は５題中
２題であった。理論は、考える力を必要と
する問題が多く出題された。図表を用いた
問題が５題あった。このうち、実験考察問
題も例年より多く３題出題されており、与
えられた情報を正確に理解し、推測する総
合的な力が求められた。実践は、患者背景
や病態、薬物の代謝に関する問題が多く出
題された。他科目に関連する幅広い知識が
求められているため、今後も科目の壁を越
えた学修が求められる。

■衛生

　〔難易度〕必須「平易」、理論「やや平易」、
実践（衛生：「中等」、実務：「中等」）
　〔総評〕必須は、例年よく出題される範
囲（食中毒、化審法、富栄養化）からの出
題であった。また、社会背景を反映したロ
コモティブシンドロームに関しての出題が
あった。理論も、例年通りの傾向で、図や
グラフの情報を読み取る問題が４題、構造
問題が３題であった。実践は、現在の日本
で起きている社会問題について出題され
た。輸液、食中毒、医療放射線、学校薬剤
師に関しては例年通りの出題であった。全
体としては、例年よりも既出問題の知識で
解けるものが多かった。図や表を用いた問
題の出題が多いが、多くの問題は事前に学
修した知識を使うというより、問題文と図
表を見比べて解くことが可能な「理解力」
の求められる問題であるため、落ち着いて
取り組めれば、得点源とすることができた。

■薬理

　〔難易度〕必須「平易」、理論「中等」、
実践（薬理：「やや平易」、実務：「中等」）
　〔総評〕必須は、既出薬物の作用機序を問

うものが中心で、範囲は満遍なく出題され
た。理論で、未出題薬物の作用機序を問う
内容は15題中６題であり、例年に比べて少
かった（103回では10題）。一方で、販売さ
れて１年に満たないが、話題性が高い薬物
（バロキサビル）の作用機序が問題されるな
ど、臨床現場の変化に応じた出題も見られ
た。実践は、ガイドラインからの出題など、
臨床現場を強く意識した内容が中心であ
り、５年次の実務実習で学んだ知識をしっ
かりと生かせるかが問われていた。また、
検査値から症例を読み解き、治療薬の作用
機序・薬理作用へとつなげる問題も出題さ
れているため、病態・薬物治療と薬理の両
方の知識を活用する力が求められていた。

■薬剤

　〔難易度〕必須「平易」、理論「難」、実
践（薬剤：「やや難」、実務：「やや平易」）
　〔総評〕必須は、既出問題の知識を中心
とした出題であり、万遍なく学修が進んで
いれば得点できる問題が多かった。理論の
薬物動態学については既出問題で問われた
知識を中心とした出題であった。一方、製
剤学では図やグラフを読み取り考えること
が必要な問題が多く、局方改定など新しい
内容も意識した出題であった。実践は、腎
障害患者や中毒時の体内動態解析など、臨
床現場を意識した問題が多数あった。全体
としては、昨年と同様に、必須は既出問題
の学修で高得点を期待できるが、理論と実
践の難易度は高く、グラフと図の読解や考
える力を要する計算問題が多数出題され
た。また、製剤学では実際の具体的な医薬
品に関する出題が増加した。

■病態・薬物治療

　〔難易度〕必須「平易」、理論「やや難」、
実践（病態・治療：「中等」、実務：「中等」）
　〔総評〕必須は、新規疾患からの出題は
ほぼなく、基本的な問題が多く解答しやす
い内容であった。理論では、情報・検定が
２題と例年に比べて（103回では６題）少
なかった。また、症候からの出題が２題と
多く、それ以外は基本的な疾患からの出題

が多かった。実践も情報・検定が１題であ
り、例年に比較して少なかった。病態・薬
物治療は基本的な疾患からの出題が多く解
答しやすかった。全体としては、必須は正
解を導きやすい問題が多かったが、理論・
実践は一部、正解するのが難しいものもあ
った。情報・検定は全体で６題と例年に比
較して少なく、検定に関しても基本的な内
容が多く、例年のようなデータを判読する
必要のある難問は出題されなかった。

■法規・制度・倫理

　〔難易度〕必須「平易」、理論「中等」、
実践（法規:「やや平易」、実務:「やや平易」）
　〔総評〕必須は、近年の既出問題からの
関連知識で対応できるものがほとんどであ
ったが、生命倫理の四原則については初出
題であった。理論は、既出問題の類似を含
む問題が一定数あること、また新傾向につ
いても落ち着いて臨めば正確な知識がなく
とも判読できる問題となっており、比較的
得点はしやすかったと思われる。実践は、
必須・理論で出題のなかった範囲の出題
（医療保険・介護保険）や現場の薬剤師目
線で必要な知識や倫理の出題があることは
例年の傾向に近いが、新傾向の問題や科目
の壁を越えている問題が増加した。全体と
して、万遍なく様々な範囲から出題されて
いるが、103回と同様に、既出問題から得
られる知識と一般的な読解力で対応可能な
問題であり、十分得点できた。薬剤師とし
て必要性の高い範囲は、今後も繰り返し出
題されると予想される。

■実務

　〔難易度〕必須「平易」、実践（実務の単
問）「中等」
　〔総評〕必須は、個人情報から計算問題
まで幅広い出題範囲であり、８～９点は十
分に得点できる難易度であった。必須で初
めて計算問題が出題された。また、イラス
トを用いた鑑査問題が出題された。実践（実
務の単問）は、問題配分に偏りがあった。
内容は既出問題ベースだが問い方が工夫さ
れていた。104回で出題の多かったがん・
感染症、計算問題、情報活用問題に関して
は今後も出題される可能性が高いと予想さ
れる。
　複合問題の実務では、薬剤師が臨床検査
技師へ質問した意図は何かを問う問題、患
者の副作用歴や同効薬の特徴を活用して解
く問題、論文の一部を活用して解く問題、
吸入剤のデバイス変更による指導内容の違
いを問う問題など、実際の実臨床で想定さ
れるシチュエーションが多く出題され、暗
記すべき知識も必要不可欠であるが、状況
判断能力（考える力・問題解決能力など）
と実務実習の経験を生かして解くことが重
要であった。また、実務領域で計算問題が
７題出題された。今後の国家試験において
も計算力を問う問題は継続して出題が予想
されるため、早期から実務領域の計算問題
を学修する必要がある。

実習中に必ず体験してほしいとされる「代
表的な８疾患※２」が発表されているが、
実践問題を中心にその疾患に関わる内容が
多く出題され、103回を上回る出題数であ
った。
※１「薬ゼミ自己採点システム」：３月25日現

在、1万2555人のデータ

※２「代表的な８疾患」：がん、高血圧症、

糖尿病、心疾患、脳血管障害、精神神経疾

患、免疫・アレルギー疾患、感染症（薬学

実務実習に関するガイドライン2015年２

月文部科学省）

３　薬剤師国家試験の概略と105回に向けての対策

４　科目別総評と科目別104回の傾向

表４　薬剤師国家試験問題区分と合格基準

※実践問題は、「実務」20問、およびそれぞれの科目と「実務」とを
関連させた複合問題130問からなる
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